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a. 実験 1 日甫乳動物胎児脊髄の体外培養
胎生12-18 日目のH系、 dd系マウスおよび Wistar 系ラッテの胎児を使用し、無菌操作のもとに実体
顕微鏡下で脊髄を全長にわたって別出し、軟膜の附着したままの脊髄を 0.3-0.6mmの厚さで輪切りに
し、移植片を作成した。培養方法は Maximow 二重カバーガラス法にしたがい、円形カバーガラスに
あらかじめ塗布した collagen膜上に、移植片を 2 個ず、つ植付け、培養液を滴下し、 lying drop 方式に
て 370C で培養した。培養液は Gey塩類溶液、牛血清限外鴻液、馬血清、 50%鶏腔抽出液の等量混合液
にブドウ糖を最終濃度が600mg% になるように添加したものを使用し、 3 日目毎に液交換を行なった。
観察は24時間毎に光学顕微鏡下で行ない、また固定後 Bodian 染色、 Sudan black B 染色を施し鏡検
した。
b. 実験 2 実験的 neurolathyrism に関する研究
培養後約 3 週間目、すなわち中枢型および末梢型髄鞘が形成された時期の培養脊髄片に IDPN (ﾟｭ
一 97 -
'ﾟ -iminodipropionitrile) を種々の濃度(0 .01% O. 001 % )で培養液に添加した液で培養を続け、 24
時間毎に光学顕微鏡下で経過観察を行なった。培養液交換は 3 日目毎に行ない、そのたびに新しく作
成した IDPN を含む培養液を滴下し、 370C にて培養し経時的に写真撮影、また固定して Bodian 染色を
施し鏡検した。
〔成績〕














枢型髄鞘形成も約 2 週間続く。いずれもその後固定化して、培養条件が良ければ約 3 カ月間にわたっ
て維持される。
b. 実験 2 の観察結果

















4. 中枢型および末梢型髄鞘の形成された時期に、実験的 neurola thyrism 作用物質とされている





IDPN (β-β二 iminodipropionitrile) を培養脊髄に作用させ、運動神経根に特異的に出現するいわゆる
軸索の腫脹を起させ、同疾患の病変を in vitro で発症せしめることに成功したものである。本論文は神
経学的領域の基礎的問題を研究するための方法論的拠点を提供するとともに、将来の研究に貴重な足
がかりを提供した点で有意義な研究である。
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